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業務課題
外回りの社員より、スマートフォンを

使用して外出先で各種情報の確認や登録
ができるWeb化画面を要望されていた。
お客様サイト用に導入した「SmartPad4i」

（以下、SP4i）で開発可能であるものの、
以下の課題により導入できずにいた。

（1）‌‌導入後も高頻度で改善・機能追加を
求められることが予想されるが、社
内は RPG のみの技術者が多く、定
形化されたソースをもとに開発し
ており、HTML など RPG 以外の
仕組みに不慣れである。

（2）‌‌SP4i の標準機能のみでは個々の画
面に合わせた多様な HTML 設計が
必要となるため、開発できても導入
後の運用が困難と推測される（開発
を担当した本人にしか改修できな
い）。

改修を意識した設計
（1）‌‌HTML の構成は極力シンプルなも

のとし、入力欄やボタン等の大きさ
は共通 CSS で定義することで、導
入後の修正担当者が HTML の構成
を極力意識せずに済むよう設計す
る。【図1】

（2）‌‌既存の定形化された RPG ソースを
元に、SP4i の自動生成ソースに埋
め込んで使用する定形 RPG ソース
を設計。新規画面開発時には、定形
ソースの利用により開発の標準化
と効率アップを図る。【図2】【図 3】

業務課題の解決
まずは、社員より要望の多い情報の照

会・登録画面を開発し、運用を開始。そ
の後、感想や要望を踏まえ、機能追加を
繰り返しているが、（2）の設計により、
新規画面開発時の負荷は少なく済んでい
る。また、各画面の見栄えや操作性が統
一されている。総じて、システム部門の

管理負荷を軽減し、社員からの要望に迅
速に応えられている。
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図3　エラー時の定型ソース

図2　ボタン処理の定型ソース

図1　共通CSSの説明


